
矢
②
中
村
優
希
③
三
浦
怜
③

橋
幸
煌
〈
同
男
子
２
・
３
年

㌔

超
の
部
〉
①
家
子
雄
成
②
阪
本

航
太
③
鈴
木
修
斗
③
戸
田
莉
玖

斗
〈
同
女
子
１
年

㌔
以
下
の

部
〉
①
畑
中
菜
②
高
木
美
芳
③

井
上
心
琳
③
宇
藤
は
な
〈
同
女

子
１
年

㌔
超
の
部
〉
①
保
田

一
花
②
野
間
彩
月
③
菊
岡
咲
枝

③
伊
東
杏
珠
〈
同
女
子
２
・
３

年

㌔
以
下
の
部
〉
①
花
山
凪

佐
②
水
谷
咲
楽
③
植
木
沙
那
③

川
瀬
葵
〈
同
女
子
２
・
３
年

㌔

超
の
部
〉
①
山
﨑
心
音
②
古
川

紗
名
③
金
谷
柚
希
③
牧
奈
津
后

人
近
く
が
参
加

し
た
。

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
父
親
有
志
ら

「
お
や
じ
の

会
」
が
主
催
。

能
登
半
島
地
震

や
多
く
の
台
風

の
発
生
を
き
っ
か
け
に
行
っ
た

イ
ベ
ン
ト
で
、

年
前
に
も
一

度
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

参
加
者
は
煙
の
怖
さ
を
学
ぶ

煙
道
体
験
を
し
た
後
、
家
庭
科

室
で
夕
食
の
カ
レ
ー
作
り
。
親

子
が
協
力
し
な
が
ら
タ
マ
ネ
ギ

や
ニ
ン
ジ
ン
を
切
っ
た
り
炒
め

た
り
し
て
、
辺
り
を
お
い
し
そ

う
な
匂
い
で
満
た
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
は
水

で
戻
し
た
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
か

け
て
、
体
育
館
で
食
事
。
ま
た

食
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
組
み
立
て
、

乗
っ
た
り
寝
転
が
っ
た
り
し
て

丈
夫
さ
を
確
か
め
て
い
た
。

午
後

時
を
迎
え
、
参
加
者

が
家
か
ら
持
っ
て
き
た
タ
オ
ル

な
ど
を
体
操
用
マ
ッ
ト
の
上
に

敷
い
て
就
寝
。
体
育
館
で
過
ご

し
た
一
夜
の
感
想
に
つ
い
て
は

「
い
い
経
験
だ
っ
た
」
の
声
が

多
く
聞
か
れ
た
と
の
こ
と
。

お
や
じ
の
会
の
大
浦
紀
秋
会

長
は
「
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
え
る
と
い
い
。
今
回
の
体
験

を
通
し
て
、
気
持
ち
的
な
部
分

で
災
害
時
へ
の
備
え
が
で
き
る

の
で
は
」
と
話
し
て
い
た
。

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
以
下
、
Ｌ
Ｃ
）
が
、
防

火
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る

子
ど
も
用
防
火
衣
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
４
セ
ッ
ト
を
守
山
消
防
署
に

寄
贈
。
先
月

日
、
西
新
の
同
署

で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。

地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
、
青

少
年
育
成
を
目
的
と
し
て
贈
っ

た
も
の
。
こ
れ
ま
で
活
躍
し
て

き
た
子
ど
も
用
防
火
衣
は

年

ほ
ど
経
過
し
て
お
り
、
同
署
が

更
新
を
望
ん
で
い
た
。

式
に
は
、
Ｌ
Ｃ
会
員
や
同
署

職
員
ら
約

人
が
出
席
。
柴
田

利
実
会
長
が
水
野
角
栄
署
長
に

目
録
を
手
渡
し
、
続
く
あ

い
さ
つ
で
「
憧
れ
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
中
か

ら
、
消
防
士
が
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
」
な
ど
と
語
っ
た
。

ま
た
、
水
野
署
長
が
「
こ

ん
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
子

ど
も
た
ち
が
興
味
を
示
し

て
く
れ
る
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。
同
署
は
今
後
３
年

を
か
け
て
、
区
内
に

カ

災
害
時
避
難
の
大
変
さ
を
少

し
で
も
体
験
し
て
み
よ
う
と
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
学
校
へ
泊
ま
ろ

う
」
が
先
月
５
・
６
の
両
日
、

小
幡
小
学
校
＝
小
幡
１
＝
で
催

さ
れ
、
同
小
児
童
と
保
護
者


〈
守
山
区
民
美
術
展
〉

①
市
長
賞
②
区
長
賞

③
美
術
振
興
会
長
賞
④

区
政
協
力
委
員
協
議
会

議
長
賞
⑤
教
育
委
員
会

賞
⑥
中
日
賞
⑦
奨
励
賞

【
日
本
画
】
①
白
鳥

由
紀
③
岩
本
す
み
⑦
永

田
道
子
、
川
口
幹
夫

【
洋
画
】
①
水
野
忠

②
今
枝
さ
ゆ
り
③
服
部

直
樹
④
深
尾
幸
子
⑤
木

俣
魁
聲
⑥
伊
藤
信
行
⑦

神
田
由
美
子
、
中
崎
淳

子
、
小
川
勝
、
丸
山
晶
穂

【
彫
刻
】
②
坂
元
理

⑤
大
西
緑
⑥
安
井
敏
彦

５
年
に
一
度
、

名
古
屋
市
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の

「
大
森
郷

ご
う
ま
つ
り祭

」
が

先
月

日
に
大
森
・
大
森
北
・

天
子
田
学
区
内
で
開
催
さ
れ

た
。
古
式
衣
装
を
身
に
着
け
た

約
５
０
０
人
が
時
代
行
列
を
披

露
す
る
な
ど
、
一
帯
は
見
物
客

ら
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

郷
祭
は
江
戸
時
代
・
宝
暦
年

間
に
豊
作
祈
願
で
行
わ
れ
て
い

た
大
祭
「
大
森
合
宿
」
の
縮
小

版
。
１
９
８
４
年
に
初
め
て

「
大
森
郷
祭
」
が
開
か
れ
、
こ

と
し
で
９
回
目
と
な
っ
た
。

お
は
ら
い
や
関
係
者
あ
い
さ

つ
と
い
っ
た
式
の
後
、
行
列
が

大
森
小
学
校
＝
大
森
４
＝
を
出

発
。
総
指
揮
を
先
頭
に
、
の
ぼ

り
を
持
っ
た
幟し

半は
ん

持
ち
、
毛け

槍や
り

を
持
っ
た
毛
槍
持
ち
、
紋
付
き

羽
織
は
か
ま
姿
の
笠か

さ

脱
ぎ
、
道

化
役
の
中な

か

割わ
り

、
鉄
砲
隊
や
棒
の

手
隊
な
ど
が
続
い
た
。

ま
た
、
背
に
飾
り
付
け
が
さ

れ
た
飾
り
馬
５
頭
も
歩
い
て
最

後
尾
を
彩
り
、
コ
ー
ス
各
所
で

は
棒
の
手
隊
が
演
武
を
披
露
。

火
縄
銃
発
砲
も
行
わ
れ
、
ご
う

音
を
次
々
と
響
か
せ
た
ほ
か
、

白
い
煙
を
漂
わ
せ
た
。

行
列
は
、
豊
作
と
繁
栄
が
そ

れ
ぞ
れ
な
ま
っ
た
と
い
う
「
ホ

ッ
サ
イ
、
エ
ッ
サ
イ
」
の
か
け

声
で
三
つ
の
学
区
を
巡
り
、
コ

ー
ス
最
後
の
八
劔
神
社
＝
大
森

２
＝
に
到
着
。
拝
殿
前
で
は
飾

り
馬
や
棒
の
手
演
舞
の
奉
納
、

神
楽
舞
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

◇
第

回
守
山
区
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
卓
球
交
歓
大
会
（

月


日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山

販
売
店
連
合
会
後
援

▽
リ
ン
ド
ウ
の
部
（
上
級
）

①
守
山
東
中
（
塚
本
登
志
治
・
山

下
至
人
・
広
瀬
尊
・
岩
尾
文
香
）

②
守
山
中
（
青
木
伸
浩
・
大
塚
素

子
・
杉
本
弘
・
徳
増
隆
良
）
③
天

子
田
小
（
安
里
ま
つ
え
・
安
里

啓
・
伊
藤
茂
幸
・
安
楽
功
）

▽
コ
ス
モ
ス
の
部
（
中
級
）

①
大
森
北
小
（
中
平
浩
正
・
河
合

忠
之
・
水
谷
美
穂
・
日
高
明
美
）

②
守
山
中
（
伊
東
忠
裕
・
木
村
か

お
り
・
岩
田
志
保
・
都
築
隆
行
）

③
守
山
東
中
Ａ
（
木
全
雅
也
・
加

藤
博
史
・
湯
本
亜
希
子
）

▽
サ
ル
ビ
ア
の
部
（
初
級
）

①
守
山
中
（
中
川
博
樹
・
落
合
由

美
・
吉
井
空
・
伊
藤
千
夏
）
②
苗

代
小
Ａ
（
水
野
千
鶴
・
山
中
淳
・

大
口
聡
子
・
山
口
拓
朗
）
③
守
山

東
中
（
高
野
亜
美
・
木
全
香
奈

子
・
鈴
木
直
美
）
＝
敬
称
略

「
令
和
６
年
度
守
山
区
少
年

少
女
柔
道
大
会
」
（
区
役
所
・

区
体
育
協
会
な
ど
主
催
、
中
日

新
聞
守
山
販
売
店
連
合
会
後

援
）
が
先
月

日
、
守
山
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉
寺
２
＝

で
開
か
れ
、
１
３
０
人
以
上
が

参
加
し
て
技
を
競
っ
た
。

同
大
会
に
は
、
区
内
在
住
・

在
学
ま
た
は
区
内
の
柔
道
場
に

通
う
幼
児
と
小
中
学
生
が
集
ま

っ
た
ほ
か
、
名
東
区
の
柔
道
場

で
学
ぶ
選
手
ら
も
招
待
。

の

部
門
ご
と
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

よ
る
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

名
古
屋
市
内
の
中
学
校
柔
道

ク
ラ
ブ
は
五
つ
で
、
う
ち
三
つ

が
守
山
区
に
あ
る
な
ど
柔
道
が

盛
ん
な
地
域
。
会
場
に
は
多
く

の
保
護
者
も
駆
け
つ
け
、
わ
が

子
の
活
躍
を
見
守
っ
た
。
結
果

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

リ
ン
ド
ウ
の
部
で
優
勝
の
守
山
東
中

コ
ス
モ
ス
の
部
で
優
勝
の
大
森
北
小サルビアの部で優勝の守山中

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
人
気

の
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の

大
会
が
先
月
６
日
、
上
志
段
味

小
学
校
＝
上
志
段
味
大
塚
＝
体

育
館
で
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
住
民
に
よ
る


チ
ー
ム

人
が
楽
し
ん
だ
。

上
志
段
味
と
中
志
段
味
学
区

の
連
絡
協
議
会
な
ど
が
主
催
。

健
康
増
進
や
住
民
同
士
の
交
流

が
目
的
の
ほ
か
、
来
年
２
月
の

「
学
区
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」

（
志
段
味
地
区
会
館
）
予
選
会

も
兼
ね
て
開
い
た
も
の
。

中
学
生
女
子
の
各
部
で
優
勝
の
皆
さ
ん

中
学
生
男
子
の
各
部
で
優
勝
の
皆
さ
ん

幼
児
・
小
学
生
の
各

部
で
優
勝
の
皆
さ
ん

「
第

回
守
山
区
民
美
術

展
」
（
中
日
新
聞
社
な
ど
後

援
）
と
「
第
２
回
守
山
区
子
ど

も
美
術
展
」
が
先
月
４
日
か
ら

３
日
間
、
守
山
区
役
所
＝
小
幡

１
＝
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

区
民
美
術
展
に
は
、
区
内
在

住
・
在
勤
者
ら
が
作
品
１
０
４

点
を
出
品
。
ま
た
子
ど
も
美
術

展
に
は
、
区
内
在
住
・
在
学
の

「
世
界
の
料
理
づ
く
り
」
が

先
月

日
、
守
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
幡
南
１
＝
調
理
実

習
室
で
開
か
れ
、
小
学
生
と
保

護
者
ら

人
が
参
加
。
世
界
三

大
料
理
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

る
国
、
ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
作

り
と
そ
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

守
山
児
童
館
の
主
催
で
、

言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
が
協

力
。
世
界
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
、
同
会
員
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
国
の
料

理
を
教
え
て
お
り
、
ト
ル
コ

は
４
カ
国
目
。

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
お

坊
さ
ん
が
気
絶
す
る
（
お
い

し
さ
）
」
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
ナ
ス
料
理
「
イ
マ
ム
・
バ

ユ
ル
ド
ゥ
」
と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

と
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
た
冷
た
い

ス
ー
プ
の
「
ジ
ャ
ジ
ュ
ッ
ク
」。

参
加
者
ら
は
親
子
で
分
担
し

な
が
ら
、
し
ま
模
様
に
皮
を
む

い
た
ナ
ス
を
鍋
で
蒸
し
焼
き
に

し
た
り
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ト
マ
ト

を
角
切
り
に
す
る
な
ど
し
て
調

理
。
「
家
庭
料
理
だ
か
ら
、
だ

い
た
い
で
大
丈
夫
だ
よ
」
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
、
表
情
を
ゆ
る
ま

せ
る
子
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

試
食
で
は
、
親
子
が
顔
を
見

合
わ
せ
な
が
ら
「
お
い
し
い
」

の
声
。
ま
た
同
会
員
が
ク
イ
ズ

と
ゲ
ー
ム
を
催
し
、
ト
ル
コ
語

で
友
達
は
「
ア
カ
ダ
シ
」
と
発

音
す
る
こ
と
や
、
１
か
ら

ま

で
の
数
え
方
な
ど
を
教
え
た
。

４
カ
国
目
の「
世
界
の
料
理
づ
く
り
」

親
子
で
ト
ル
コ
料
理
作
り
と
試
食
を
楽
し
む

災
害
時
避
難
の
体
験「
学
校
へ
泊
ま
ろ
う
」

防
災
意
識
を
高
め
て
と「
小
幡
小
お
や
じ
の
会
」

〈
幼
児
の
部
〉
①
岩
瀬
紬
希

②
山
﨑
心
湊

〈
小
学
生
男
子
低
学
年
の

部
〉
①
後
藤
駈
②
石
井
遥
③
田

中
康
士
朗
③

本
圭
佑
〈
同
男

小
学
４
年
生
～
中
学
生
の
力
作

２
０
３
点
が
並
ん
だ
。
い
ず
れ

も
区
美
術
振
興
会
役
員
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
、
表
彰
式
（
先

月
４
日
、
区
役
所
）
で
部
門
ご

と
に
各
賞
が
贈
ら
れ
た
。

両
美
術
展
の
会
期
中
は
５
０

０
人
以
上
が
訪
れ
、
鑑
賞
で
〝
芸

術
の
秋
〟
を
楽
し
ん
で
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
と
入
賞
者

は
次
の
皆
さ
ん
（
敬
称

略
）。

【
工
芸
】
①
小
林
櫻
子
②
安

藤
博
明
③
寺
尾
賢
一
④
川
口
芳

枝
⑤
久
米
由
紀
子
⑦
日
比
博
子

【
書
道
】
①
松
原
瑞
穂
②
内

村
翠
蘭
③
古
田
緋
生
④
坂
み
ゆ

き
⑤
太
田
茂
⑥
成
瀬
浩
暉
⑦
近

藤
い
ず
み
、
横
井
孝
憲

【
写
真
】
②
鈴
木
孝
雄
③
亀

井
ふ
さ
え
④
鈴
木
美
智
子
⑤
小

宮
純
一
⑦
梅
村
隆
夫
、
松
木
龍

彦
、
竹
林
正
躬
、
横
井
茂
光
、

梅
山
貴
士

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

〈
守
山
区
子
ど
も
美
術
展
〉

①
最
優
秀
賞
②
優
秀
賞
③
佳

作
【
絵
画
】
①
久
保
山
烈
②
藤

原
麻
央

【
書
道
】
①
岡
田
紗
希
②
清

水
聖
菜
、
中
尾
柊
杏
、
林
佳
奈
、

井
原
果
南
、
平
井
碧
③
西
坂
奈

菜
未
、
篠
畑
ひ
か
り
、
杉
村
南

歩
、
垣
内
陽
成
、
松
尾
栞
那
、
飯

田
環
、
池
上
果
穂
、
木
全
柚
葉
、

佐
藤
文
香
、
野
田
詩
乃
、
橋
岡

柚
月
、
川
本
伊
織
、
成
田
咲
希
、

大
脇
咲
那
、
後
藤
さ
く
ら
、
舟
橋

蒼
真
、
千
葉
未
雅
、
森
脇
悠
月
、

安
江
璃
乃
、
山
田
千
恵
美
、
緒

方
耀
、
川
本
慎
之
祐
、
後
藤
い

ろ
は
、
渡
辺
瑛
里
乃
、
平
井
翠

名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

子
ど
も
用
防
火
衣
を
守
山
消
防
署
に
寄
贈

子
中
学
年
の
部
〉
①
福
永
匤
悟

②
庄
子
侑
作
③
伊
藤
明
③
中
尾

咲
登
〈
同
男
子
高
学
年
の
部
〉

①
伊
藤
大
和
②
岡
田
大
輝
③
竹

川
壮
亮
③
藤
田
橙
和
〈
同
女
子

低
学
年
の
部
〉
①
福
永
珠
夕
②

喜
納
す
み
れ
③
増
田
恭
子
〈
同

女
子
中
学
年
の
部
〉
①
荒
井
奏

乃
②
木
村
真
子
③

本
あ
い
③

本
多
可
穏
子
〈
同
女
子
高
学
年

の
部
〉
①
木
村
恵
子
②
荒
井
心

寧
③
池
田
恵
菜
③
石
井
菜
美

〈
中
学
生
男
子
１
年

㌔
以

下
の
部
〉
①
加
藤
雄
士
郎
②
杉

野
裕
紀
③
岩
山
以
知
③
坂
口
楓

悟
〈
同
男
子
１
年

㌔
超
の
部
〉

①
山
口
竜
雅
②
清
永
天
使
③
加

藤
大
雅
③
桑
原
碧
生
〈
同
男
子

２
・
３
年

㌔
以
下
の
部
〉
①

佐
尾
隼
②
伊
勢
涼
矢
③
藤
野
成

③
白
石
旺
我
〈
同
男
子
２
・
３

年

㌔
以
下
の
部
〉
①
野
間
稜

区子ども美術展の入賞者ら（前列中央は小島康裕区長）

所
以
上
あ
る
保
育
園
と
幼
稚
園

で
幼
児
防
災
教
育
を
実
施
、
寄

贈
品
も
生
か
し
て
い
く
。

こ
の
日
は
白
山
保
育
園
＝
小

幡
中
１
＝
園
児

人
も
式
に
合

わ
せ
て
来
署
。
消
防
車
両
の
前

で
Ｌ
Ｃ
会
員
と
記
念
写
真
を
撮

っ
た
ほ
か
、
代
表
の
園
児
４
人

が
新
し
い
防
火
衣
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
身
に
着
け
て
披
露
し
た
。

白
い
目
標
球
に
近
づ
け
る
よ

う
赤
球
と
青
球
を
投
げ
合
う
と

い
っ
た
ル
ー
ル
説
明
の
後
、
競

技
開
始
。
５
チ
ー
ム
ず
つ
二
つ

の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
総
当
た

り
戦
で
各
１
位
を
決
め
た
。

競
技
中
は
、
上
手
な
投
球
に

あ
ち
こ
ち
か
ら
「
う
ま
ー
い
」

「
す
ご
ー
い
」
の
声
と
拍
手
。

赤
と
青
ど
ち
ら
が
白
球
に
近
い

か
を
き
ち
ん
と
測
定
用
コ
ン
パ

ス
で
測
る
場
面
や
、
飛
び
跳
ね

る
な
ど
喜
び
を
体
い
っ
ぱ
い
に

表
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
投
球
が
集
ま
っ

て
で
き
た
塊
に
球
が
乗
る

〝
珍
プ
レ
ー
〟
も
起
こ

り
、
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声

が
起
こ
っ
て
い
た
。

※
参
考
＝
球
が
乗
っ
て

も
目
標
球
に
近
い
方
が
得

点
。
同
じ
距
離
だ
っ
た
場

合
は
、
ど
ち
ら
に
も
１
点

が
入
る
と
の
こ
と
。

異
世
代
間
交
流
を
楽
し
む

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

「
学
区
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」の
予
選
会
も
兼
ね
て

古式衣装を身に着けた行列
が三つの学区を練り歩いた

コ
ー
ス
途
中
７
カ
所
で

馬
隊
が
駆
け
馬
を
披
露

「
区
民
美
術
展
」「
区
子
ど
も
美
術
展
」同
時
開
催

市指定無形民俗文化財「大森郷祭」
迫力ある駆け馬や火縄銃発砲も

柴田会長（右）に水野署長
から署長感謝状が贈られた

組み立てた段ボールベッ
ドを体験する子どもたち

「おいしくできるかな」
みんなで協力して料理

技
を
競
う
区
少
年
少
女
柔
道
大
会

世代を超えてボッチャを楽しむ参加者ら

62,500
〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011
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